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　森田家は伊
い か ほ

香保街
かいどう

道の野
の だ

田宿
じゅく

において四百年の歴史
を有し、江戸時代には本

ほんじん

陣として重要な役職を務めまし
た。歴

れきだい

代当
とうしゅ

主は学問・芸術を重んじ、森
もりた

田梅
ばいえん

園（1784
年～1862年）は書

しょか

家として、その子の森
もりた

田梅
ばいし

子（1810年
～1871年）は狩

か の う は

野派の画
が か

家として名
めいせい

声を博
はく

しました。そ
の故

ゆえ

を以
もっ

て蘭
らんい

医高
たかの

野長
ちょうえい

英や画
が か

家渡
わたなべ

辺崋
かざん

山、歌
かじん

人橋
はしもと

本
直
なお

香
か

などそうそうたる文
ぶんかじん

化人が訪れました。細
ほそかわ

川豊
ぶぜん

前守
のかみ

御
ご ぼ ど う

母堂（11代将軍徳
とくがわ

川家
いえなり

斉の妹）も森田家に滞在してい
ます。

　森田家住宅は町
まち

指
してい

定重
じゅうよう

要文
ぶんかざい

化財ですが、個人宅のた
め、外観を見ることはできますが内部を見学することはで
きません。そこで、文

ぶんかざい

化財センターでは森田家住宅の解
説付き動画を作成し、文

ぶんかざい

化財センター展示室のモニター
で視聴できるようにしております。お気軽にご来館くださ
い。（動画はユーチューブなどでもご覧になれます。）
　森田家住宅以外にも町の文

ぶんかざい

化財
に関する展示を行っています。

　森田家の庭園は森
もりた

田梅
ばいえん

園が京都遊
ゆうがく

学の折に習得し
た知識を活かし造

ぞうえい

営した京風の池
ちせん

泉回
かいゆうしき

遊式庭
ていえん

園です。
　池

ちせん

泉回
かいゆうしき

遊式庭
ていえん

園とは大きな池を中心に配し、築
つきやま

山・
小島・橋・名

めいせき

石などで景
けいしょう

勝を再現したものです。
　森田家の後

こうえん

園は、大きな二つの池と小島を結ぶ橋、
小さな滝、築

つきやま

山、榛名山の借
しゃっけい

景などが取り入れられ、そ
の規模や作

さくてい

庭の卓
たくばつ

抜さは個人所有の庭園としては県下
に類を見ない名園です。森田家に滞

たいざい

在した歌人の橋
はしもと

本
直
なお

香
か

は「後
こうえん

園十
じゅうに

二景
けい

」（1865年）にその見事さを詠
よ

んでい
ます。

石畳

榛名連山の借景が
取り入れられた後園
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下1322－12
問合せ先☎0279－54－9443

月曜日休館（月曜日が祝日の場合は翌日が振替休館）
展示室の見学：午前９時～午後４時

関越自動車道駒寄スマートI.Cから約10分
渋川伊香保I.Cから約15分　／　前橋I.Cから約20分

森田家住宅 及び吉岡町文化財センターのアクセスマップ
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